
被災宅地危険度判定
模擬訓練⽤テキスト

※判定項⽬に着⽬して記⼊しており，応急措置状況などについて，
既存の判定票・写真で記載がない⼜は判別できない箇所は本資料
では未記⼊としております。
(実際の判定にあたっては，必要事項の記載をしてください。)



【例題-1】 擁壁パターン(1)



例題-1（現場写真）
① ②



例題-1



例題-1

変状点



例題-1（解答）

解説
擁壁の被害がありませ
んので，被害無と簡易
記録に記載し，次の⾴
の判定をして構いませ
ん。
ここでは，わかりやす
いように平⾯図と断⾯
図を記載していますが
省略してください。
ただし，調査票の住所
等の記載及び住宅地図
に無被害であることを
チェックしておいてく
ださい。



例題-1（解答）

写真から変状が
⾒受けられないため

変状点

解説
擁壁には写真から変
状が⾒受けられない
ため無被害となりま
す。
無被害の場合は，こ
のように被害の判定
値に直接０点と記載
し，危険度判定の欄
にチェックをしてく
ださい。
当然，所⾒記⼊欄は
チェックをしなくて
構いません。



【例題-2】 擁壁パターン(2)



例題-2（現場写真）

クラック２㎜

天端５０㎜未満傾斜

① ②

③ ④



例題-2



例題-2

変状点



例題-2（解答）

写真、断⾯図より

解説
被害状況図には，写真・図よりクラックと傾斜を⽣じていますので〇を付けて
ください。
影響範囲は擁壁の下が道路で建物が擁壁から２ｍにあるため，Aとなります。



例題-2（解答）

解説
擁壁タイプは，写真・図から現場打コンクリート擁壁であることがわかります。
擁壁のコーナー部に2㎜のクラックがあり，わずかな傾斜を⽣じています。
特記事項は，すべての判定が終わった後に，ステッカーに記載する内容を書いてくだ
さい。



例題-2（解答）

写真より

断⾯図より

解説
基礎点は，湧⽔がなく乾いているので０点，⽔抜き⽳はあるが
１ケ所/3m2無いので0.8点，擁壁⾼さが3mなので0.2点，
合計1.0点となります。



例題-2（解答）

写
真
・
図
よ
り

最⼤点を記⼊
変状点

解説
変状点は写真・図
よりクラックが
2mmで2.5点，擁壁
の傾斜が天端で
50mm未満なので
5.0点となります。
したがって，被害
の判定値は，基礎
点が1.0点，変状点
が5.0点となるため,
合計6.0点の中被害
となります。
緊急度は中，拡⼤
の⾒込み無となり
ます。



【例題-3】 擁壁パターン(3)



例題-3（現場写真）

①



例題-3



例題-3

変状点



例題-3（解答）

図より

解説
被害状況図には，図よりクラックを⽣じていますので〇を付けてください。
影響範囲は擁壁の下に道路や建物がありませんが，擁壁の上に物置があり危
険ですのでAとなります。



例題-3（解答）

解説
擁壁のタイプは，下
部が⾼さ1.5ｍのコ
ンクリートブロック
の練⽯積み，上部が
⾼さが3.0ｍのＲＣ
擁壁の⼆段擁壁とな
ります。
下部の擁壁に1ｍｍ
のクラックがありま
す。



例題-3（解答）

断⾯図より

断⾯図より

写真・図より

解説
基礎点は，湧⽔がなく乾いているので０点，⽔抜き⽳はあるが１ケ所/3m2

無いので0.8点，擁壁⾼さが4.5mなので0.6点，合計1.4点となります。



例題-3（解答）

図より

変状点

解説
変状点は2段擁壁のク
ラックが断⾯図より
１mmで4.0点となり
ます。
したがって，被害の
判定値は，基礎点が
1.4点，変状点が4.0
点となるため，合計
5.4点の中被害となり
ます。
緊急度は中，拡⼤の
⾒込みも無となりま
す。



【例題-4】 擁壁パターン(4)



例題-4（現場写真）
①

③

②

④

水平移動
45㎜



例題-4（現場写真）

クラック
15㎜

⑤ ⑥

⑦

クラック
10㎜



例題-4



例題-4

変状点



例題-4（解答）

写真・図より

解説
被害状況図には，写真，図よりクラック、⽔平移動、傾斜を⽣じていますので
〇を付けてください。
影響範囲は擁壁の下に道路や建物がありませんが，擁壁上部から２ｍに建物が
あるため，Aとなります。



例題-4（解答）

解説
擁壁タイプは，RC
擁壁の上部に建築ブ
ロックがあるため増
積となります。
写真・図よりL型擁
壁に1.5〜2.0㎝のク
ラックが⽣じ、45㎜
⽔平移動しているこ
とが分かります。
また，建築ブロック
を擁壁に使⽤して
1cmのクラックが⽣
じています。
擁壁が傾斜していま
す。



例題-4（解答）

断⾯図より

写真より

図より

解説
基礎点は，写真より湧⽔がなく乾いているので０点，排⽔施設0.4点，
擁壁⾼さが2.3mなので0.2点，合計0.6点となります。



例題-4（解答）

写真・図より

解説
変状点は写真・図より増
積擁壁のクラックが
2.0cmで6.0点，⽔平移動
が4.5cmで4.5点,傾斜が4
㎝で6.0点となります。
したがって，被害の判定
値は，基礎点が0.6点，
変状点が6.0点となるた
め，合計6.6点の中被害
となります。
緊急度は中，拡⼤の⾒込
み有となります。



【例題-5】 擁壁パターン(5)



例題-5（現場写真）
① ②

③



例題-5



例題-5

変状点



例題-5（解答）

写真・図より

解説
写真・図より，擁壁下部の重⼒式擁壁及び上部の建築ブロックにクラッ
クが⽣じていることが分かります。
影響範囲は擁壁の上部・下部に建物があるためAとなります。



例題-5（解答）

解説
この擁壁は，重⼒
式擁壁と建築ブロ
ックの増積擁壁の
上に，別の建築ブ
ロックがある⼆段
擁壁であり，擁壁
のタイプは，より
変状点の⼤きい⼆
段擁壁を選びます
。
写真・図より重⼒
式擁壁に0.5〜
2.5cmのクラック
が⽣じています。
また，建築ブロッ
クを擁壁に使⽤し
て3〜4cmのクラ
ックが⽣じていま
す。



例題-5（解答）

写真より

図より

図より

解説
基礎点は，湧⽔がなく乾いているので０点，⽔抜き⽳
が無いので0.8点，擁壁⾼さが1〜3mなので0.2点，合計
1.0点となります。



例題-5（解答）

図・写真より

変状点

解説
変状点は，擁壁のクラ
ックが写真・図より擁
壁に2.0cm以上あるた
め，7.0点となります。
したがって，被害の判
定値は，基礎点が1.0点
，変状点が7.0点となる
ため，合計8.0点の中被
害となります。
緊急度は中，拡⼤の⾒
込み有となります。



【例題-6】 擁壁パターン(6)



例題-6（現場写真）
①

②

①



例題-6（現場写真）

③ ③近



例題-6

コンクリート

ブロック

コンクリート



例題-6

変状点



例題-6（解答）

写真・図より

解説
被災状況図には写真・図より折損に○をつけてください。
影響範囲は、擁壁上部・下部に建物があるので、Ａとなります。



例題-6（解答）

コンクリート

ブロック

解説
擁壁のタイプは
写真から練⽯積
みのコンクリー
トブロックとな
ります。
写真より、擁壁
全体に折損が⽣
じています。

コンクリート



例題-6（解答）

図より

写真より

解説
基礎点は写真・図より湧⽔がなく乾いているので０点，排⽔施設は⽔抜
⽳があり天端は⼟のため0.4点，⾼さは2.4ｍなので0.2点となり，合計0.6
点となります。



例題-6（解答）

写真・図より

変状点

解説
変状点は写真・図
より折損が⼤きい
とわかるため9点と
なります。
したがって、基礎
点が0.6点、変状点
が9点となるため、
合計9.6点の⼤被害
となります。
緊急度は⼤，拡⼤
の⾒込み有となり
ます。



【例題-7】 擁壁パターン(7)



例題-7（現場写真）
①

③

②

④



例題-7



例題-7

変状点



例題-7（解答）

ブルーシートで措
置されているため

写真・図より

解説
被災状況図は写真・図より崩壊に○をつけます。
写真から応急措置は済にチェックをつけます。
影響範囲は、擁壁上部に建物があるのでAとなります。



例題-7（解答）

解説
擁壁のタイプ
は写真・図か
ら空⽯積の間
地⽯となりま
す。
擁壁の上部が
崩壊していま
す。



例題-7（解答）

空⽯積は構造的に
⽔抜孔の効果がある為、
天端状況で判断。

写真より

図より

解説
基礎点は写真・図から，湧⽔はないので0点，天端に⽔が浸透しやすいので0.4点
，擁壁の⾼さは4.5ｍなので0.6点となり，合計で1.0点となります。



例題-7（解答）

写真・図より

変状点

解説
変状点は，擁壁の基礎
部は残っているので9
点となります。
したがって，基礎点
1.0点，変状点9.0点と
なるため，合計10点の
⼤被害となります。
緊急度は⼤，拡⼤の⾒
込み有となります。



【例題-8】 宅地地盤パターン(1)



例題-8（現場写真）

段差40㎝

① ①近

① ①近



例題-8（現場写真）
② ②近

③ ③近



例題-8



例題-8



例題-8（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は写真・図から，クラック・沈下・段差に○をつけます。



例題-8（解答）

解説
宅地地盤は，
道路側に20cm
のクラック，
建物周辺に段
差40cm，沈下
30cmを⽣じて
います。



例題-8（解答）

写真・図より

図より

解説
宅地地盤の変状は写真・図より，クラックの最⼤が20㎝なので5点，最
⼤沈下量が30㎝なので7点，最⼤段差量が40㎝なので５点となります。
図から噴砂があるので有にチェックをつけます。



例題-8（解答）

３番沈下 7点+６番噴砂１点

解説
宅地地盤の判定
値は，変状点の
最⼤である沈下
量の7点に噴砂
の点数１点を加
えた合計8点と
なり，⼤被害と
なります。
緊急度は⼤，拡
⼤の⾒込み有と
なります。



【例題-9】 宅地地盤パターン(2)



例題-9（現場写真）

沈下80㎜

① ①近



例題-9（現場写真）
② ③

④



例題-9



例題-9



例題-9（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は写真・図よりクラックと沈下に〇をつけます。



例題-9（解答）

解説
宅地地盤には
，3cmのクラ
ック，8cmの
沈下を⽣じて
います。
噴砂が多数⽣
じています。



例題-9（解答）

写真・図より

解説
地盤の変状点は，写真・図よりクラックが3㎝で３点，沈下量が8㎝で2点
となります。
噴砂があるので有にチェックをつけます。



例題-9（解答）

解説
判定値は変状点
の最⼤であるク
ラックの3点に
噴砂の1点を加
えた合計4点と
なり，中被害と
なります。
緊急度は⼩，拡
⼤の⾒込み無と
なります。



【例題-10】 ⾃然斜⾯パターン(1)



例題-10（現場写真）

ハラミ20㎝

①

②

①近

②



例題-10



例題-10



例題-10（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は写真・図よりのり⾯・⾃然斜⾯のハラミに○をつけます。



例題-10（解答）

解説
⾃然斜⾯には，建物近くに20cmのハラミを⽣じています。



例題-10（解答）

解説
のり⾯⾼さは5.0m，のり⻑は7.0ｍになります。



例題-10（解答）
写真より

解説
変状点は写真よ
り，ハラミが20
㎝なので4点，湧
⽔・落⽯は無い
ので無にチェッ
クをつけます。
したがって，判
定値は４点とな
り，中被害とな
ります。
緊急度は中です
が，拡⼤の⾒込
みは⼤となりま
す。



【例題-11】 ⾃然斜⾯パターン(2)



例題-11（現場写真）
① ②

②近 ③



例題-11（現場写真）

クラック20㎝

④ ④近



例題-11



例題-11



例題-11（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は写真・図より宅地地盤のクラックと，のり⾯・⾃然斜⾯の崩壊に
○をつけます。



例題-11（解答）

解説
⾃然のり⾯が
崩壊していま
す。
また，その上
部の地盤に円
弧上のクラッ
クが⽣じてい
ます。



例題-11（解答）

写真より

解説
宅地地盤の変状点は，写真よりクラックが最⼤20㎝なので5点，湧⽔・噴砂は無い
ので無にチェックをつけます。



例題-11（解答）

写真・図より

解説
のり⾯・⾃然斜⾯
の変状点は，写真
・図より8点，湧
⽔・落⽯は無いの
で無にチェックを
つけます。
したがって，判定
値は最⼤変状点の
8点となり，⼤被
害となります。
緊急度は⼤，拡⼤
の⾒込み有となり
ます。



【例題-12】 のり⾯パターン



例題-12（現場写真）
①

③②

①



例題-12-1



例題-12-1

変状点



例題-12-1（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は写真・図より崩壊に〇をつけます。
影響範囲は擁壁と斜⾯の上部に建物があるので，Aとなります。



例題-12-1（解答）

解説
擁壁のタイプは，写真より練⽯積みのコンクリートブロックとなります。



例題-12-1（解答）

写真・図より

解説
基礎点は写真・図より，湧⽔は無いので0点，⽔抜孔が無いので0.8点，擁壁の
⾼さが4.5ｍなので0.6点となり，合計で1.4点となります。



例題-12-1（解答）

写真・図より

変状点

解説
変状点は擁壁が崩
れてなくなってい
るので，10点とな
ります。
したがって，判定
値は基礎点が1.4点
，変状点が10点と
なるため，合計
11.4点の⼤被害と
なります。
緊急度は⼤，拡⼤
の⾒込み有となり
ます。



例題-12-2



例題-12-2



例題-12-2（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は，のり⾯・⾃然斜⾯の崩壊に〇をつけます。



例題-12-2（解答）

解説
建物の下部の擁壁を含んだのり⾯が崩壊しています。
さらに，建物の上部の道路にもクラックが⽣じています。



例題-12-2（解答）

解説
複合のり⾯の為，のり⾯⾼の最⼤⾼は擁壁⾼も含めた10mとしてください。



例題-12-2（解答）

写真・図より

解説
変状点は写真・
図より9点となり
ます。
したがって，判
定値も9点となり
ます。
緊急度⼤，拡⼤
の⾒込み有とな
ります。



【例題-13】 擁壁+宅地地盤パターン(1)



例題-13（現場写真）
① ①近

② ②

擁壁直⾼ ３m
クラック ３㎝



例題-13（現場写真）

③ ③近



例題-13-1



例題-13-1

変状点



例題-13-1（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は，写真・図よりクラック，⽬地の開きに〇をつけます。
影響範囲は，擁壁上部が建物まで3ｍなのでＡとなります。



例題-13-1（解答）

解説
擁壁のタイプは，
上下ともに間地ブ
ロックの⼆段擁壁
となります。
上部の擁壁にクラ
ックがあります。



例題-13-1（解答）

写真より

図より

図より

解説
基礎点は写真・図より，湧⽔が無いので0点，⽔抜孔が無いので0.8点，擁壁の⾼
さは3ｍなので0.2点となり，合計で1.0点となります。



例題-13-1（解答）

写真・図より

変状点

解説
変状点は，写真・図よ
りクラックが3㎝で7
点，⽬地の開きが3㎝
で7点となります。
したがって，基礎点
1.0点，変状点7.0点と
なるため，合計8.0点
の中被害となります。
緊急度中，拡⼤の⾒込
み無となります。



例題-13-2

解説
次に、宅地地盤
でも判定してみ
ましょう。



例題-13-2



例題-13-2（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は，写真・図より，宅地地盤の沈下に〇をつけます。



例題-13-2（解答）

解説
擁壁上部及び建物周辺の宅地地盤に最⼤20㎝の沈下が⽣じています。



例題-13-2（解答）

写真・図より

解説
変状点は写真・図より，最⼤沈下量が20㎝なので4点となります。
湧⽔，噴砂は無いので無にチェックをつけます。



例題-13-2（解答）

解説
判定値は沈下量
の4点となり，中
被害なります。
したがって，宅
地地盤での判定
は省略しても良
いことになりま
す。



【例題-14】 擁壁+宅地地盤パターン(2)



例題-14（現場写真）
①

②

①近

②近



例題-14（現場写真）
③

⑤

④

⑥



例題-14-1



例題-14-1

変状点



例題-14-1（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は，写真・図より，⽬地の開きに〇をつけます。
影響範囲は，擁壁上部から建物までが1.5ｍなのでＡとなります。



例題-14-1（解答）

解説
擁壁タイプは，写
真・図より，プレ
キャストL型コン
クリート擁壁とな
ります。
プレキャストです
ので，⽬地の開き
が多くなっていま
す。
最⼤で10cmとな
っています。



例題-14-1（解答）

図より

図より

解説
基礎点は，写真・図より，湧⽔は無いので0点，⽔抜孔がないので0.8点，
擁壁の⾼さが2.0ｍなので0.2点となり，合計は1.0点となります。



例題-14-1（解答）

写真・図より

解説
変状点は，⽬地の開
きが最⼤10㎝なの
で6点となります。
したがって，基礎点
1.0点，変状点6.0点
となるため，合計
7.0点の中被害とな
ります。
緊急度は中ですが，
拡⼤の⾒込みは⼤と
なります。



例題-14-2



例題-14-2



例題-14-2（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は，写真・図より，宅地地盤の沈下に〇をつけます。



例題-14-2（解答）

解説
建物周りで，沈下が多く，
最⼤で30㎝となっています。



例題-14-2（解答）

写真・図より

解説
変状点は，写真・図より，最⼤沈下量30㎝なので7点となります。
湧⽔・噴砂は無いので無にチェックをつけます。



例題-14-2（解答）

解説
判定値は沈下量
の7点となり，
中被害となりま
す。
この場合は，宅
地地盤の⽅が判
定値がわずかに
⼤きくなりまし
た。
緊急度⼤，拡⼤
の⾒込み有とな
ります。



【例題-15】 擁壁+宅地地盤パターン(3)



例題-15（現場写真）
① ②

③ ④



例題-15-1



例題-15-1

変状点



例題-15-1（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は，写真・図より，ハラミに〇をつけます。
影響範囲は，擁壁の下部が建物まで3ｍなのでＡとなります。



例題-15-1（解答）

解説
擁壁タイプは，
写真・図より，
空⽯積で，ハラ
ミを⽣じていま
す。
擁壁の⾼さは，
5mとなっていま
す。
また，宅地地盤
内で⽔道管が破
裂しています。



例題-15-1（解答）

写真より

図より

解説
基礎点は写真・図より，湧⽔は無いので0点，天端状況が砂利敷きで⽔が浸透し
やすいため0.4点，擁壁の⾼さは5ｍなので0.6点で，合計1.0点となります。

空⽯積は構造的に
⽔抜孔の効果がある為、
天端状況で判断。



例題-15-1（解答）

写真・図より

図より

解説
変状点は，写真・図
より，円弧滑りのお
それがあり10点とな
ります。
⽔道管破裂があるの
で〇をつけます。
したがって，基礎点
が1.0点，変状点が
10.0点となるため，合
計11.0点の⼤被害とな
ります。
緊急度⼤，拡⼤の⾒
込み有となります。



例題-15-2

解説
次に、宅地地盤
でも判定してみ
ましょう。



例題-15-2



例題-15-2（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は，宅地地盤の陥没に〇をつけます。



例題-15-2（解答）

解説
宅地地盤は，擁壁の天端付近で5㎝の陥没が⽣じています。



例題-15-2（解答）

図より

解説
変状点は,陥没が20㎝未満なので２点,湧⽔・噴砂は無いので無にチェックをつけます。
湧⽔，噴砂はありませんので，無にチェックしてください。



例題-15-2（解答）

解説
判定値は，陥没
の２点となるた
め，⼩被害とな
ります。
実際には，空⽯
積擁壁の判定が
⾼くなりますの
で，宅地地盤で
の判定は省略し
て構いません。



【例題-16】 擁壁+⾃然斜⾯パターン



例題-16（現場写真）
① ②

③ ④



例題-16（現場写真）
⑤ ⑥



例題-16（現場写真）
⑦ ⑦近

⑧



例題-16

解説
斜⾯の下部に擁壁
がありますが，変
状がありませんの
で，擁壁の判定は
⾏いません。



例題-16



例題-16（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は，宅地地盤のクラックとのり⾯・⾃然斜⾯の滑落に〇をつけます。
のり⾯が滑落していますので，宅地地盤のクラックは省略しても構いません。



例題-16（解答）

解説
斜⾯部は滑落
しています。
宅地地盤には
クラックが⼊
っています。



例題-16（解答）

写真より

解説
宅地地盤の変状点は，クラックが最⼤10㎝なので３点となります。
実際には，のり⾯が滑動していますので省略して構いません。



例題-16（解答）

写真・図より

解説
⾃然斜⾯の変状点
は，表層の滑落が
あるため8点とな
ります。
湧⽔・落⽯は無い
ので無にチェック
をつけます。
したがって，判定
値は変状点の最⼤
である8点となり
，⼤被害となりま
す。
斜⾯上部にクラッ
クがあり，今後⼤
きな崩壊が予想さ
れますので，緊急
度⼤，拡⼤の⾒込
み有となります。



【例題-17】 擁壁+地盤+のり⾯パターン



例題-17（現場写真）

クラック 段差
傾斜４°(天端変位１０㎝)

① ②

③ ④



例題-17（現場写真）

クラック 段差

クラック 段差

クラック 段差

クラック 段差

⑤

⑦

⑥

⑧



例題-17-1



例題-17-1

変状点



例題-17-1（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は，写真・図より，傾斜に〇をつけます。
影響範囲は，のり⾯の上部に建物があるのでAとなります。



例題-17-1（解答）

解説
擁壁タイプは，
写真・図より，
重⼒式のコンク
リート擁壁とな
ります。
天端が10㎝変位
しています。



例題-17-1（解答）

図より

写真より

解説
基礎点は写真・図より，湧⽔は無いので0点，⽔抜孔は無いので0.8点，
擁壁の⾼さは1.6ｍなので0.2点であり，合計1.0点となります。



例題-17-1（解答）

写真・図より
解説
変状点は写真・図よ
り，天端10㎝の傾斜
なので7点となりま
す。
したがって，基礎点
が1.0点，変状点が
7.0点となるため，合
計8.0点の中被害とな
ります。
判定は中ですが，宅
地地盤にクラックが
あるので緊急度は⼤
，拡⼤の⾒込み有と
なります。



例題-17-2

解説
次に、宅地地盤で
も判定してみまし
ょう。



例題-17-2



例題-17-2（解答）

写真・図より

解説
被災状況図は，写真・図より，クラック，段差に〇をつけます。



例題-17-2（解答）

解説
宅地地盤は，建物の周囲で1㎝のクラックと段差
が⽣じています。



例題-17-2（解答）

図より

解説
変状点は写真・図より，クラックが複数あり3点，段差が1㎝なので3点となります。



例題-17-2（解答）

解説
判定値は3点と
なり，⼩被害
なります。
実際には，宅
地地盤の判定
は省略しても
構いません。


